
協働・参画 

●高齢の町内会役員の負担とその改善策について 

Ｑ． 

 私の実家の町内は広域のため班数が多く、町内会長 1人では班長宅へ配布物を届けられな

いため、複数のブロックに分けており、ここ数年は父がその一つのブロックの班長宅へ配布

物を届けていました。袋小路や狭い小路が多いので車は使えません。雨の日も風の日もかっ

ぱを着て、配布物が重く、転倒の危険があるので、自転車を押して徒歩です。雪の時期は自

転車も使えずリュックで徒歩です。腰の曲がった腰痛持ちがです。体調と体力の不安から、

今年の 3月で引退したはずでしたが、後任の方も体調不安のため年度途中で降りられたとの

ことで、今月また父にお鉢が回ってきました。 

 私は父に体調を崩してほしくないですし、市内町内の方に同じ思いはして欲しくはないで

す。町内会長宅から班長宅への配布、人力以外の方法をとれないでしょうか。配布委託費と

して、数十万円を町内会へ出しているとのことですので、たとえば町内会長宅で、班員分を

仕分け後に民間事業者のメール便で送るなど。もっと言えば、町内会長宅を通さず、業者に

委託して、直接班長宅に届けることも、絶対不可能ではないかもしれません。 

 もちろん、今まで通りで支障のない町内会はそれでもよく、いくつかの選択肢を市が提示

して、薦めていただけたらと思います。 

これからは定年後も再雇用などで働く方が増えます。反対に家にいる高齢者は体調不安のあ

る方が多くなるでしょう。仕事は引退したが元気で家にいる方に役員をしてもらうという枠

組では回らなくなります。現役世代も町内役員を担えるような仕事量と内容にしていくこと

が必要なのではないでしょうか。 

私が住む市では広報誌はありません。週一回、新聞 5紙に市のお知らせが掲載され、HPや

LINEでも見ることができます。配布物の多さや内容も変化が必要かもしれません。私も数

年後には新発田に戻るつもりでいます。長い中年老年期をこのまちでこの町内で安心して暮

らせるように、一緒に考えていただけたらありがたいです。 

（令和 4年 12月受付） 

 

Ａ． 

広報しばた等の配布につきまして、現在、市では、文書配布として広報しばた、議会だよ

り、選挙公報や各種お知らせ等の配布を行っております。市の配布物につきましては、市民

の皆様に対して公平かつ速やかに情報をお伝えする必要があると考えておりますことから、

各自治会・町内会へ業務をお願いしているところであります。 

文書配布のご担当者は、自治会・町内会の皆様から選出していただくため、現状を自治会

等にお話しいただき、適任者の選任について協議いただきますようお願いいたします。 

なお、ご心配されていることは私も感じており、地方の人口減少に伴い、各自治会等の役

員についても高齢化が進み、役員、担当者の選出に苦慮しているところもある事は承知して

おります。このため、文書配布の回数を月３回から２回に減らすなど、自治会等の皆様の負

担が軽減されるよう対応したところでありますが、配布方法の見直しや新たな情報発信の方

法なども含めて検討していく時期が来たと考えております。 

情報提供のあり方について、どのような形で対応していくか、今しばらくお時間をいただ

くこととなりますが、各自治会等の皆様のご意見をお聞きしながら、今後も市民の皆様に必

要な情報をしっかりとお届けできる方法を確立していきたいと考えております。 

（令和 4年 12月 22日回答） 

※上記の回答内容はすべて回答日時点のものであり、現在とは異なる場合があります。 


